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自ら問いをもち，共に学び合う授業 

～子どもの追求を支える「新聞活用の在り方」～ 

長岡市立千手小学校  

 

1 NIE 実践のねらい 

（1）児童の実態から 

  当校でも，近年課題となっている「主体的な学びのある授業づくり」や「学んだこと

を子どもたちが実感していない」といったことが課題となっている。こうした実態を受

け，昨年度の 1年次は，上記のような研究主題と副題を設定し，子ども自身の問題意識

を授業の中心に据え，個と集団の関わり合いの中で問題を解決していく授業づくりを目

指すとともに，効果的な新聞活用の在り方について研修を進めてきた。その結果，以下

のような結果が学習指導に関する児童アンケートから判明した。 

 

 

 

 

 

  「新聞を活用した授業実践」や「新聞に親しむ活動」を通して，身の回りの出来事や

社会の動きに対して関心をもったり，新聞から得た情報をもとにして考えたりする子ど

もたちの姿が多く見られるようになった。また，新聞という情報の宝庫を授業の中で活

用することで，問題解決に役立て，主体的に考えようとする学習意欲も高まっている。 

 

（2）社会的背景・学校教育の動向から 

  近年，多くの情報があふれ，ネット依存症や活字離れは社会的に大きな問題となって

いる。子どもたちを取り巻く情報も多種多様となり，一部の情報を信用し，情報を取捨

選択したり，情報の正確性を吟味したりする力が低下してきていると指摘されている。 

  新学習指導要領では，全教科の指導方針を示す総則に，情報を活用する力を高めるた

めに新聞を含む多様な資料を生かす方針が盛り込まれた。国語では読解力を伸ばすため

の指導，社会では産業について学んだり，実社会の課題を考察したりするための学習材

として新聞を用いるよう明記されている。また，毎年実施されている全国学力・学習状

況調査の学力調査と生活習慣などを尋ねるアンケートの結果から，新聞閲読習慣と学力

との間に相関関係があることが判明している。新聞で培った言語力が問題文の理解につ

ながるだけでなく，社会への興味を育む上で新聞活用に大きな意義と価値があることが

分かる。地域や社会の出来事に関心の高い子どもは正答率が高いという結果も出ている。

これは，新聞活用を盛り込んだ新学習指導要領を推進する根拠となるデータと言える。 

このような社会的背景と学校教育の動向から，「社会への興味・関心の喚起」「読解力

の向上」「情報活用能力の育成」を柱とした新聞を活用した授業づくりが，重要であると

言える。そこで，NIE 研究 2年次となる今年度は，発達段階を踏まえた新聞活用の方法，

目指す子ども像，身に付けるべき力を整理し，「主体的・対話的で深い学びのある授業づ

くり」と「新聞の活用方法の工夫」を研究の柱に据え，上記の研究主題を設定した。 

【29 年度の前期と後期の肯定的評価の比較】     （前期）   （後期） 

  ・問いについて友だちの考えを比べながら考えた   86.5％  →  93.9％  

 ・授業中に「わかるようになった」， 

「できるようになった」と感じながら学習した。  94.5％  →  98.2％  
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2 本年度の実践の概要 

（1）目指す子ども像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）研究内容 

 ① 問いをもとにした学び合う授業づくり 

  「千手スタイル」…1 単位時間の基本的な流れと新聞活用場面の具体化・共有化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自ら問いをもつ姿 共に学び合う姿 

＜友達との関わりの中で＞ 

・学習課題に対する疑問，意外性や驚き，考えの違

い，予想や既習とのずれ，分からなさや困り。 

・友達の考えと自分の考えのずれ。 

・「問い」が生まれる。 

＜友達との関わりの中で＞ 

・「問い」に対する自分なりの考えをもち，対話

する。 

・対話の中で，新しい視点を見付け出す。 

＜新聞との関わりの中で＞ 

・自分の認識・知識とのずれ。 

・記事に対する友達との受け止め方のずれ。 

・追求問題「問い」が生まれる。 

＜新聞との関わりの中で＞ 

・新聞の情報を活用して自分なりの考えをつくる。 

・新聞を仲立ちにして，新しい視点を見出す。 

問
い
が
生
ま
れ

る 

こうすれば解決 

できるかな？ 

「共有化」 

問いの共有 

方法の共有 

（対話的活動） 

｢焦点化」 

 
問
い
の
解
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「わかった！できた！」を 
より実感させる 

学
習
課
題 

考
え
る
視
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を
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す
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検
討
す
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見通しをもつ 

「共有化」 

学習内容の 

共有 

・まとめ 

・振り返り 

→次時への課題 

「視覚化」   課題が見える   見通しが見える   学習内容が見える ＝ 安心感 
 

         ◎がある   ◎を解決するための   解決の過程と 
                内容と方法がある    まとめがある 

みんなで 

解決しよう！ 

考
え
の
ズ
レ 

素
朴
な
疑
問 

新聞活用① 
学習課題として
の新聞の提示 

新聞活用② 
問いをつくる教材や 
資料としての新聞 

新聞活用③ 
問いを解決するための見通しや
自分の考えをもつための新聞 

 

新聞活用④ 
問いの解決場面 
での新聞 
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 ② 発達段階に合わせた新聞活用 

当校では，新学習指導要領で明示された「育成すべき資質・能力の 3つの柱」に基づ

き，発達段階に応じた NIEにおける「目指す子ども像」と「身に付けさせたい力」を整

理し，授業改善を図る中で研究主題に迫ることにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

小学校 1 年生から 6年生までの間では，発達段階や社会事象への関心・意欲に差があ

り，ただ新聞を活用しただけでは教育的効果は期待できない。発達段階を踏まえた新聞

の活用方法を整理しておく必要があるため，新聞を使った具体的な活動例やねらいを以

下のような図で表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発
達
段
階
と
新
聞
活
用
の
習
熟
度 

第３ステップ  新聞を活用する 

・複数の新聞を使って，記事や写真を比較する。 
・記事についての感想や意見を発表，共有する。 
 
・記事や社会的事象から，自分の見方・考え方を広げる。 
・記事をもとにして，問いに対する見通しをもったり，問いを解決
したりする。 

 
 
 

第２ステップ  新聞を読む 

・新聞に慣れ親しむ活動・環境づくり 
・子どもの問題意識を生かした授業 
・温かい人間関係・学級風土を育む学級経営 

第１ステップ  新聞に親しむ 

・スポーツ欄や四コマ漫画，報道写真，天気予報など興味のある 
部分を探して，読んでみる。 

・リライト(平易な言葉・ルビ・要約・トリミング)したものを読む。 
 
・新聞には，自分にも分かる，役立つ，ためになる，面白い記事や
写真があることを知る。 

・新聞を読んでみようという気持ちを高め，読む習慣を身に付ける。 
 
 
 

第 3 ステップ 

主に高学年 

 

 

 

 

 

 

第 2 ステップ 

主に中学年 

 

 

 

 

 

 

第 1 ステップ 

主に低学年・特別支援 

 

 

 

 

 

・記事の読み方や記事の特性をつかむ。 
・記事を読んで，感想や要約を書く。 
・記事の表現方法を参考にして，書き方や伝え方を学ぶ。 
 
・子どもの興味関心のある記事から，読ませたい記事へと関心の 
 幅を広げる。 
・記事の内容や出来事から子どもの問題意識を高め，問いをつくる。 
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（3）研究の実際 

 ①1 人 1 実践の授業研究 

  研究計画を受け，各職員が個人研修計画を作成し，1 人 1 実践を行った。教科は限定

せず，児童の実態や発達段階を踏まえた新聞活用の在り方を追求した。各実践は，研究

紀要としてまとめ，研究発表会の際に参会者に配付した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②プレ授業研究会（6 月 20 日・7 月 4 日） 

外部指導者を招聘し，事前の指導案検討会や授業公開後に指導を受け，課題を明らか

にするために，職員全員が参観する全体公開授業を実施した。また，新聞活用の在り方

はもちろん，指導者とのつながりが深まり，研究会に向けた課題や準備すべき事項が具

体的になったことで，夏季休業中に研修や準備を計画的・意図的に行うことができた。 

 

【NIE プレ授業研究会 1】 

◇期  日  6月 20日（水） 

  ◇公開学級  2 年 2組 千野 彩乃 教諭 「国語科」 

  ◇指 導 者  新発田市立本田小学校 多田 和幸 校長先生 

 

 

新潟日報子ども新聞ふむふむを
提示し，漢字がたくさんあること
を実感させ，習った漢字を想起さ
せた。そこで，「木」がある漢字は
ありますか？と投げかけた。する
と，A 児のような分からなさ，B
児のような気付きが出てきた。 
そこで，「探す難しさ」を共有す

ることで，「ほかにも同じ部分をも
つ漢字はあるのかな」という問い
を焦点化させた。 
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【NIE プレ授業研究会 2】 

◇期  日  7月 4 日（水） 
  ◇公開学級  4 年 2組 大矢 彩乃 教諭 「外国語活動」 

◇指 導 者  長岡市教育センター 下村 恵美 指導主事 

 

【NIE プレ授業研究会 3】 

◇期  日  7月 4 日（水）  

  ◇公開学級  5 年 2組 櫻井 諒 教諭 「社会科」 

◇指 導 者  長岡市立川崎小学校 髙橋 和人 校長先生 

 

 ③NIE タイム 

各学年で週に 1回，新聞を読む時間を設定した。お気に入りの写真をスクラップする，

新聞記事を読む，感想を書いたり伝え合ったりと，各学年の実態に応じた活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界の学校の様子が分かる新聞
記事を提示すると，子どもたちが
登校のしかたに興味を示した。さ
らに，子どもの希望や実態に応じ
て時間割を決めるオーストラリア
の時間割を見た児童は，「自分で時
間割を考えたい」と発言した。 
新聞記事の提示によって，外国

の小学校の生活や学習への関心を
高め，「自分たちの思いを生かした
夢の時間割づくりへの意欲」につ
なげることができた。 

一般的な水なすと巾着なすの 1
株当たりの収穫量を比較すること
で，「とれる量が少ないのに，農
家の人が巾着なすを育てるのはな
ぜかな」という問いを焦点化した。
問題解決を図るための資料とし
て，巾着なすについての記事をも
とに，話し合う場を設定した。す
ると，新聞記事の記述から，問題
解決に必要な情報を読み取ること
で，なすの生産者や消費者の視点
に立って考える姿につながった。 
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 ④親子 NIE タイム 

6月の学習参観を「全校一斉の NIEタイム」として設定し，親子で新聞を使った学習

を行った。保護者が NIEの取組を実際に目にする，子どもと一緒に活動することで，取

組への理解を深め，新聞に対する興味関心を高めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤NIE コーナー・読書教育の充実 

各階の廊下に NIEタイムのワークシートやおすすめの記事を紹介するコーナーを設

置した。また，定期購読している新聞各紙を常設し，いつでもだれでも新聞が読める環

境を整備した。 

千手小学校の「知」「徳」「体」を支える基盤は，読書教育である。「おはなしのへや」

「はかせのへや」という 2つの図書室があり，読書講演会や図書館の土曜開放をはじめ，

保護者や地域の方からの協力もいただき，千手っ子は読書が大好きである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜保護者による読み聞かせ＞      ＜読書講演会＞       ＜保護者ボランティアによる図書室の整備＞     ＜図書室の土曜開放＞ 
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（4）研究発表会での授業実践 

 ① 2 年生 国語科 「お話のさくしゃになろう ～世界に 1 冊だけの絵本作り～」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ② 4 年生 外国語活動 「What do You want？～オリジナルピザを考えて紹介しよう～」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ③ 5 年生 社会科 「暮らしを支える日本の工業～消費者のニーズに応える製紙工場～」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 成果と課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 30 年度 10 月 児童の意識（全校アンケート結果） 
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 2年間の研究で得られた成果を今後も生かすとともに，課題を職員一丸となって改善し，

千手っ子の学力向上と新聞のさらなる有効活用の在り方を追求していきたい。 

 全校アンケートから，授業改善に
よる「分かる授業」「学び合う授業」
に一定の成果があったと考える。ま
た，新聞を活用した授業や NIE タ
イムの実施などによって，新聞に対
して好意的に捉え，有効なツールと
して活用していることが分かった。
新聞を読む頻度や習慣については，
個人差が見られ，改善の難しさが 
浮き彫りとなった。 

平成 30 年度 全国学力・学習状況調査 児童質問紙（6 年生） 

 全国学力・学習状況調査の学力調査
と児童質問紙の結果から，新聞を読む
習慣と学力との間に相関関係がある
ことが判明している。地域や社会への
出来事に関心の高い子どもは正答率
が高いという結果も出ている。 

4月のデータでは，「新聞を読んでい
ますか」という質問項目で全国平均や
県平均を上回った。さらに，半年間で
研究による変容を把握するために，10
月に6年生を対象に児童質問紙と同じ
聞き方でアンケートを行った。半年の
間に，新聞を読む習慣・頻度がさらに
増加していることが分かった。 
新聞を読む習慣・頻度に関連する質

問項目に社会的事象への関心を問う
ものがあり，関心は平均に比べて高い
一方，関心がないという割合も 14.6％
だった。10 月の結果では，社会の問
題や出来事に関心を示す割合が9割と
大幅に増え，関心がないという割合が
減少した。 

児童アンケートの記述より 

◇新聞を読むと色々な出来事が分かるし，新しい発見があって，読むのが好きになりました。 

◇子ども新聞はふりがながあって読みやすくて，色々なランキングがあっておもしろいです。 

◇漢字の読み方や文の書き方がよく分かるようになりました。 

◇写真があって見やすく，見出しで内容がすぐに分かって新聞って便利だなあと思います。 

〇1時間の中で問いを焦点化させる意識が高まった。 

〇「分からない」「困った」「なぜ？」という子どもの意識をもとに，学級全体で考えていく 

授業スタイルが以前よりできるようになってきた。 

〇長い文章に抵抗を感じずに読む子どもが増えた。 

〇休み時間など普段から新聞に興味をもって読む子が増えた。 

〇「新聞＝情報を得るための道具」という認識が定着した。 

△導入や興味をもたせる場面では新聞は使いやすいが，問題解決の場面での教材化が難しい。 

△記事の提示の仕方，ねらいに合った記事の検索が難しかった。 

職員アンケートの記述より 


